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情報処理安全確保支援士試験・情報処理技術者試験

ＩＴに関する知識・技能を客観的に評価するため「情報処理技術者試験」（国
家試験）を実施。対象者別（IT利活用者・IT技術者）に試験体系を構築。

平成29年度から、「情報処理安全確保支援士試験」が開始。
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情報処理技術者試験等の実施状況

年間約50万人が応募する最大規模の国家試験（春と秋の２回実施※）

 1969年の試験開始から、累計応募者約2,057万人、合格者総数約284万人
※ＩＴパスポート試験については通年で実施。

試験区分 応募者数 受験者数 合格者数 合格率
ITパスポート試験 117,923 103,812 56,323 54.3
情報セキュリティマネジメント試験 36,669 28,116 13,902 49.4
基本情報技術者試験 168,869 121,556 31,224 25.7
応用情報技術者試験 99,244 63,555 14,160 22.3
ITストラテジスト試験 7,527 4,938 758 15.4
システムアーキテクト試験 8,340 5,217 798 15.3
ネットワークスペシャリスト試験 18,342 11,882 1,707 14.4
ITサービスマネージャ試験 5,120 3,388 497 14.7
プロジェクトマネージャ試験 17,588 10,909 1,541 14.1
データベーススペシャリスト試験 16,831 11,066 1,591 14.4
エンベデッドシステムスペシャリスト試験 4,858 3,653 585 16.0
システム監査技術者試験 4,175 2,879 421 14.6

情報処理安全確保支援士試験 43,404 28,520 5,447 19.1

令和元年度実施状況（応募：54.9万人、受験39.9万人、12.9万人）
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新型コロナウイルス感染症の影響

 新型コロナウイルス感染症の影響により、本年度の国家資格・試験について、司法試験
や国家公務員試験が実施を延期。

 情報処理技術者試験についても４月試験を中止し、１０月試験については、会場の
確保ができなかったことから、一部試験を延期とした。

令和２年度春期情報処理技術者試験・情報処
理安全確保支援士試験

４月１９日（日）に実施を予定していたところ、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中
止。

令和２年１０月情報処理技術者試験・情報処
理安全確保支援士試験

１０月１８日（日）に実施を予定していたとこ
ろ、新型コロナウイルス感染症の影響により、試験
会場を十分に確保できなかったことから、基本情
報技術者試験、情報セキュリティマネジメント試験
を延期し、ＣＢＴ方式で実施。
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今後の検討課題

 令和２年度１０月試験の中止を踏まえ、新型コロナウイルス感染症対策を前提とした
「新たな日常」を踏まえた試験の在り方を抜本的に再検討し、2年後を目途に、新方式
への移行を目指すこととした。

１．各試験区分の機能（意義・目的）の違いについて再検討

例えば、 試験を活用して何を目指すのか。誰を対象とするのか など

２．上記を踏まえ、「新たな日常」を踏まえた試験の在り方について検討

例えば、 実施方法（自宅受験、ＣＢＴ方式、紙試験）、資格化など


